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タンパタ質の分子構造と機能
(表艦議IIIE)

今回も前号にひき続いて,ブルッタヽ プン国立研

案珈編集のォンパ′質データバン,ク に隅められてい

る結晶轟造|デー
・夕
から,酵素タンパ′質カルボキシ

ペプチーダーゼAの構造を1立体図に描いてみた。
|カ ルボキシベプチダ‐ゼAはキの摩減から得られ

るタンパタ質分解酵素t分 子量は3000,活性都
饉に重鉛イォンを1個もちょいろいろな点で簡号の
サーモライシンとよく似ている (研究の歴史はカル
ポキンペプチダニせのほうがはるかに古い)。

表紙の aは この酵素め婿憮部位
`付
近の構造で,亜

`鉛の近 く1に あるア、ノ睦 のうちで礎綸降害男に関
与ししてぃると考え.ら れているものを選び出して霧
いてある。亜鉛の配位子として,ま 2個のヒスチジン

(耳utt His196)と グルタミン酸.(OIu72),摯齢
用をも,つ残基としてはチロシン (TyF248)と 力″
ミン酸 (Glu270).彙 質との結合に関係す.る ものと

してはアルギニン (岬 苺 )が考えられている。残

りの榎鏡基 (腱gL Arg127.Tyr198,Phe279)は 大
きな基質

"f結

合するときのサ
ー
プサイトを構載するも,

のである。 bは この酵素に基質グリシルチロシン

(黒い二で示 してある)を結合させたとき,の構造で,

厚鵠辮 財 疵じ≡襲議掌糧・
て―おり,1基質の結合によるコンホメーション変イヒ
(誘導適合躙 型的な911であると―されて,ヽ る。
このXi線結晶解析は,昨年ノ‐ベル化学営を受費

した.INLね
襲Onabら の業績|こよるものである・が,

これに1対 して■.L,苺・縫 らはこのり 部位の
構造が水溶時 と結纂中で大き‐く異なうてt,る 可能
性を分光学的研究に|よ って示し―,その管翼在に至る
まで熱■論争が続いている。非常に多くの1研究がな
されていぅ酵素鶴 るだ:サ に,この論争のゆくぇ撃
興味器

'、
(■prヒ学教室 即隅三生 )
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広報委員の鈴木秀夫先生か ら暦のことなどで何か

書 くようにと御話があつた。暦については天文学教

室の方々が居られるのに素人の出る幕でもないと思

うので,以前,雑誌「数理科学」 (昭和49年 1月号 ,

その後「広瀬秀雄編・麿」としてダ イャモン ド社よ

り単行本になつた )に書いた駄文を若千変形 して ,

暇つぶ じ用の話をさせて頂 ぐ。主題は次の如 きもの

である。いま一週間の長さを現行の如 く7日 としな

いでN日 とする,そ して,或る日付 (例えば1977年

1月 1日 )を第 1曜 日と定め,以下順に翌 日を第 2

曜 日,翌 々日を第 3曜 日,…・・・と定め,第 N+1日

からは元へ戻つて循環的に再び第 1曜 日,第 2曜 日,

……と定めて行 く。過去の 日について も (グ ンゴリ

オ暦の起点たる1582年 10月 15日 までは )同様に して

曜 日の番号を定めることl・
Cす る。この とき,勝手な

「 YttMtt D日 」の曜 日番号は どうなるか ? それ

を表わす簡単 な式は みつかるであろうか ?―一 とい

うのが問題である。

注 1582年 10月 15日 の前 日はユ リウス暦の最後の

日で,1582年 10月 4日 である。ついでながら1582年

は本能寺の変のあった年である。

例を若千述べよう。

例 1.N=7,普 通の七曜 (日 ,月 ,火,水,木 ,

金 ,土 )

例 2 N=10,い わゆる十千 (甲 ,乙,丙,丁 ,

成,己,庚,辛,壬 ,癸 )

例 3 N=12 いわゆる十二支 (子,丑 ,寅 ,卯 ,

辰,已 ,午,未 ,申 ,酉,成,亥 )

例 4 N=23,バ イォ リズム論 (?)での身体状

態 e)の変化の周期 (と 称されている )

例 5 N=28,同 上,感情状態 0)の 変化の週期

夕16.N=33,同 上,知性状態 (1)の変化の週期

例 1～ 3では基準にとる日の曜日は慣行の ものが

あつて統一されている。例 4～ 6では,考察すべき

人の生年月日を第 1曜 日にとる。 (以下の P, S,

岩  堀 長  慶  (数学 )

Iの状態は正弦曲線に従うものとされているようで

ある。しかし人が体験する大小のショックによりP,

s, Iが どのようにずれるかの考察をバイオリズム

論では行つていないようである。)

さて,上述の問題の答はすこぶる簡単な式で与え

られる。 (証明は略す。上述の拙稿を参照されたい。)

YttM tt D日 の曜日を第A曜 日とすると,次の式

が成り立つ。いまYの下 2桁の数字をyと し,XY― y)

/100を Cと する。 (従つてC+1が世紀を表わす

数である。)

365240+365y+30M+D+Ci〕 +〔Ψ 〕=ヽV

とかく,す るとW+constを Nで割った余りがA
に等しい。

ただし記号 〔… 〕は・……の小数以下を切り捨てた

値を表わす。 (例えば 〔4,58〕 =4の如く。)const

の値は基準にとる日の曜日に応じて調整する定数値

で,Y,M,Dに は無関係である。もう一ついつて

かかねばならぬ重要なことは, 1月 2月 はそれぞれ

前年の13月 14月 として上の公式を用いねばならなレも

例えば 1977年 1月 1日 の (Y,M,D)は Y=1976

(従ってC=19,y=76),M=13,D=1で ある。

上述の公式はNの具体的な値に応じて簡約化され

るのが普通である。例 1～ 3については const の

値もきまるから,その簡約形を下に書いてみよう。

例 l Aは

① 20+y+中 +〔2驀量〕+卜 1

を 7で割った余 り(A=0, 1,2… の ときそれぞ

れ 日,月 ,火,… )

夕膨 ,Aは

4C+CI〕 +5y+∈歩〕+〔Ψ 〕+D-1

を10で 割つた余り (A=1, 2,… , 9, 0に応じ

てそれぞれ甲,乙,…,癸 )

例 3.Aは
-3-



80+O+5y+印 +齢 ∈
塾
争
二

〕
・

D―「 3

を12で 割つた余 り(A=1, 2,… ,11, 0に 応じ

てそれぞれ子,丑 ,…,亥 )

例 4.Y。鋼島月恥 日に生れた人の YttMtt D日 に

かけるPの値はWLwO+1を 23で割つた余 りである。

(WOは (YO,MO,DO)でのWの値 )

上の公式がわかれば,これを一 々計算 しないで図

表化 して一ぺんに結果の早見ができる。例えば例 1

の図表化は次のようになる。

七 曜 表

例えば1898年 5月 10日 の曜日は, 5月 と10日 の交

叉点にあるDを求め,1898年の真上の Dを左に辿つ

て火曜日となる。(閏 年○印の 1月 2月 は月の欄の

①と②を使うものとする。)

例 3の図表化は次のようになる。

十 二 支 表

7

10 4 12

l① 9

11

3  8

62② 5

①

3 12 10

2②

8 6 4／
日

子

丑

寅

卯

辰

已

午

未
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酉
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火
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金
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日
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期
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年

周
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年

周
期

郎
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年

8 15 22 29

9 16 23 30

10 17 24 31

11 18 25

12 19 26

13 20 27

14 21 28

1  13 25

2 14 26

3 15 27

4 16 28

5 17 29

6 18 30

7 19 31

8 20

9 21

10 22

11 23

12 24
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同じ要領で1948年 2月 1日 の十二支を求めてみ よ

う。②月 と1日 の交叉点にHがある。1948年の真上

でHを探 して,この 日が辰の 日であることがわかる。

付記 大安・赤 口 。先勝 。友引 。先負・ 仏滅 とい

ういわゆる六輝は ,周期的ではないので,上の よう

な公式は作れない これの決め方は旧暦を用いる。

旧暦のMtt D日 の六輝の決め方は次の通 りである。

M+Dを 6で割つた余りをRと する。R=0,1,2,
…, 5に応じてそれぞれ,その日は大安,赤 日,… ,

仏滅となる。例えば仲秋の名月の日(旧暦の 8月 15

日)は 8+15=23を 6で害」って 5余るから,仏滅と

なる。旧暦の月が変るとき,六輝のジャンプが生ず

るのは上のような理由による。

銀 河系 プ ラズ マの研究

膨張宇宙が始まって以来現在までに1010年,銀河

形成はその ごく初期の106年 くらいの年令の ときlrc

なされた と考えられている。以来,銀河系は宇宙膨

張からとり残された形で,大局的には1010年の時間

尺度の進化の様相を示 している。太陽系は銀河中心

のまわ りを 200た″
/s 

くらいの速度で 108年 くらい

の周期で回転 しているが,こ の銀河回転の速度は局

部銀河群すなわちアン ドロメダ星雲,大小 マゼラン

雲 などの各銀河が もつ固有運動の速度 と同程度の大

きさであり,こ の ことが宇宙乱流か らの銀河形成 と

いう考えを支持 している。 このよう1/C,銀河系の大

局的構造は字宙進化の様相を物語るものである とい

える。また,銀河系内部の構造すなわち銀河中心核

と渦巻 き腕をもつ銀河円盤,その中の恒星の形成 と

進化,恒星による星間空間の (重元素放 出 )汚染 ,

汚染物質をもとにした太陽系の形成などは宇宙物質

の具体的な進化にはかならない。私たちの「銀河系

プラズマの研究」はこうした背景に立つて,重カプ

ラズマとしての銀河系とその 中の電離 ガスとしての

プラズマの振舞いとを研究することを目的 としてい

る。

銀河系プラズマの観測的研究には大型 の光学望遠

鏡および大気圏外観測 とが不可欠である。 しかるに,

わが国には大型宇宙望遠鏡がな 〈, したがつて東京

天文台を中心機関として現在直径45れ 鏡 とこれを中

心 とする大型電波干渉計の建設が計画されてお り,

全国の天文学研究者が待望久 しいもの となつている

海  野  和 三 郎  (天 文 )

が,一 日も早 く建設 したい ものである。総合研究の

メンパーに も大型宇宙電波望遠鏡の関係者が数多 く

含まれている。

ところで,銀河系プラズマには二つの意味がある。

一つは電気的クー ロンカが粒子間に作用 している電

離プラズマの意味であるが,も う一つはクーロンカ

の代 りに重力を考える重カプラズマの意味である。

重カプラズマの構成要素は恒星及び星間物質であり,

陰陽の存在 しない引力のみのプラズマである点が特

徴である。距離の逆二乗に比例する遠隔力が作用す

る点では電離プラズマも重カプラズマも同じである

ので,両者の間には多 くの類似 と相違 とがある。 よ

〈知られている銀河系の渦巻 き構造は回転する重力

プラズマの不安定性に起因する密度波 と考えられて

いる。 こうした不安定性機構を論ずる方法論 と結果

は多 くの場合電磁 プラズマの場合 と対応がつ く場合

が多い。電磁 プラズマにおける磁場と重カプラズマ

における回転 とは共 lrc弾性的な複元力を示す点で類

似である。一方,引力のみの重カプラズマでは一方

的に凝縮をおこすことがあり,こ れを阻止する機構

が働かなければブラック・ ホールとなって視界か ら

消えて しまうことになる。ブラック・ ホールを構成

粒子 とする重カプラズマを考えるの も浮世ばなれ し

た面白いテーマか もしれない。セイファー ト銀河中

心核やクェーサー と俗に呼ばれる棚密なガスと恒星

の系には とてつ もない活動性があるから,宇宙では

何事でもおこり得ることを覚悟 してお く必要がある。
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大まかにい うと,銀河 系プラズマでは重カプラズ

マとしての性質が大局的な場を支配 し,電離 プラズ

マとしての性質が実際に観測される物理的な状態を

支配 している。この二面性 と両者の間の有機的な関

連が銀河 系プラズマの研究を魅力的なものにしてい

る。銀河の腕では衝撃波現象がおこり,圧縮された

ガスは濃い星間雲に分裂 し,星間塵を多量に含んだ

分子雲から恒星の誕生が始まる。星間分子 といえば,

以やはCHR‐CNな どが知られているのみであつたが,

マイクロ波電波天文学が発達 した結果 H2'°°
'°

II

H2° など簡単な分子からメテルア ミン,エ チルア

ルコールなどかなり複雑な分子に至る 102個 のォー

ダーの分子が発見されている。水素や炭素などの同

位体を含む分子の線スペク トルも観測され ,星間分

子化学は今や花 ざか りを迎えている。 メチルア ミン

は一時外国でジャパニーズモンキュールと呼ばれた

ことがあつた。これは量子力学的計算から,実験室

の測定,天文学的同定に至るわが国の研究者の寄与

が大 きかったことによっている。 GN Pではないが,

わが国の科学 もいつの間にか実力をつけていて学際

的協力が有効になってきていることの一例であろう。

いたずらに境界領域の振興を叫ぶのは百害 あつて一

利 しかないが,他分野の研究をお互い よく知 りあい

とり入れることは大事なことである。星間分子につ

いてはその形成機構,メ ーザー機構など興味深い研

究テーマが多い。また,銀河中心の活動性な どに対

して分子線が構造や運動を決定するプ ロープの役害」

をすることの意味 も大 きい。そのほか,ォ リオン星

雲は恒星誕生の場 として知 られているが,い くつか

の著名な赤外線星やその附近は活機な分子雲の集合

である。激 しい時間変動をするメーザー機構や複雑

な有機化合物の存在をみると,星間雲があたかも生

物であるかの如き錯覚をかぼえることがある。

ところで典型的な天体 プラズマといえばカニ星雲

であろ うか。その中心には 103年ばか り前に爆発 し

た超新星の名残が中性子星 となり,今も毎秒30回ほ

どの回転をするパルサーを形成 している。地上では

得られない超超高密度の中性子星内部は素粒子物理

学,超流動物性物理などの研究対象であるが,強磁

性下の量子力学の実験場で もある。3011zの 重力波

に対 して理学部で も平川研でその検出が計画され ,

日下妖 しく不可思議な話題を提供 しているのは周知

の事実である。30「レ のプラズマ波はパルサー磁気

圏の動力 となつてお り,高 エネルギー粒子雲 が数

100たル/s で噴出し,あ たりは X線をはじめシンク

ロトロン輻射に満ちている。

現在パルサー以上の華麗さで多 くの研究 者を引き

つけているのは X線星である。中で も自鳥座やヘル

クンス座の著名なX線星の正体は プラック・ホール

や中性子星であろうとい う考えが有力である。これ

らは連星系の伴星であつて相手の主星か らの質量放

出を強い重力下で うけとめている。 X線や光学的変

光から白転や公転の軌道運動が知 られるが,最近は

主星のオ差運動によってプラズマ流がX線星の赤道

面に傘形のひずんだ円盤を形成するようなモデルま

でつ くられている。

以上,話題 があちこちと飛んでまとまりのない結

果 となつて しまつたが,銀河系プラズマの研究対象

はこのほかに も数限 りない。人間の知性が宇宙を研

究する能力をもつていることを知つたニュー トン以

来の天文学の宿命で もある。最後に,やはり,大型

宇宙電波望遠鏡の早期建設を期待 して,皆様の御支

援をお願い して止まない次第である。原稿依頼の趣

旨をまちがえて総合研究の報告の ような ものを書い

てしまった ことをかわびす る。
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学会で発表出来ない研究

渇水の為 グリーンイングラン ドの名 とは程遠い英

国のォックスフォー ド,ニ ューコンッジで,先年 8

月1/Cモ リブデン討論会が催された。世界中からこの

元素に興味をもつ,化学者や工業界の人達百人餘を

集めた合宿同様の研究会はその間一夜の豪 雨で,緑
がよみがえつた事件 もあり,大変楽 しい四日間だつ

た。終了 した日,「車を迎え1/Cや るか らお乗 り下さ

い。」 とい う怪電話が発端 となり,幾分 007的 な気

分で国立水理研究所を訪問するはめになつた。出来

たての美 しい研究所での討論が終った後,やは リモ

リプデンの溶液化学に興味をもつ若い T氏と妙に気

が合い,一緒 にテームスの上流を散歩 しながらか し

ゃべりを楽 しんだ。昔 日本でも広 く読まれた」ero m

K.J eromeの “ポー トの二人 "と い うテームスの

舟遊びを扱つたユーモア小説の舞台である事で しば

らく話が弾んだ。 もつとも彼によれば,あのユーモ

アは幾分時代遅れなので,今 となつては何がおかし

いのか頭をひねる難解なジョークも多い との事だっ

た。

晩は遂に口/ド ンに帰るのを諦らめ,彼が自分で

改造 した古い民家で夕食をとり,やは リモ リブデン

の化学をやる,T氏の同僚を加えて炉辺で殆ん ど夜

の明ける迄, ポス トコンフェレンスの会話が続 く事

になつた。

話題は何故我 二々人は化学をやるのか,叉特にモ

リブデンを扱 うかとい う問題に集中した。学会や論

文では研究を行 う動機 として種々もつともらしい理

由をあげているが,皆 この元素をいろいろな意味で

殆ん ど感情的に好きらしい とい う事に皆意見が一致

した。

筆者のあげたこのモリブデンの魅力は,同 じ族の

クロムやタングステンに比べると,その化学反応が

バラエティーに富み,生じる化合物の構造 も多様で

華やかな中に何か気ま ぐれな点がある事であった。

その点タングステンは教条主義的で鈍重,空想力に

佐佐木 行 美  (化学 )

欠けグルマン的な暗さがあるが,モ リブデンは軽 く

てラテン的な味がある。 この最後の発言は失敗で ,

北 ドイツ出身の K氏か らグルマン的とは何か とい う

点で,長々と反論される事になつたが,化学者のあ

るタイプは元素や化合物を疑人化 して感じていると

い う点では皆同意見だった。

ではテ~マ の選択は恋愛 と同じだろうか とT氏が

言つたのに対 し他の二人は何で もやれば面白〈なる

とか,社会的要求をあげたが,話す うち次第に皆 ,

特定の物質や反応に “異常な愛情 "を もつ化学者の

実例を思い出して来た。水銀にコンプレックスを持

つ と称 して何時で も机の上にその ガラス瓶を置いて

銀色の表面を眺めているハンガリーの分析化学者。

自宅の台所で種々の色のコパル ト錯体を合成 してい

る退職教授。叉 ヒ素の話 が好 きで,口 頭試験の時,

無関係な質問にも学生が ヒ素にひつかけて答えると

気嫌のよい老先生等滑稽な夕」にことかかない。

K氏によると,こ の所謂 “趣味の問題 "は ,各化

学者の深層意識に支配 されている物である。たとえ

ば,有名なルーマニアの某氏は幼時に何か輪に関す

る心理的な傷を受け,(指輪で も壊 したんじやない

か ?)それをいやす為に無機環状化合物に関する膨

大 な研究を行つたに違いない。叉研究や実験が,か

くれた欲望の昇華行為である事を示す例はい くらも

ある… …。一杯気嫌の彼の話はなかなか説得力があ

つたが,二人 とも心理学は読みかしっただけなので,

アニマとか トラウマとか知つたかぶりの用語を使つ

て,夢では水や池は性を意味するなら同じ様な意味

を もつ化合物 もあるのだろうか,いや分子の夢なん

か見た事がない といつた素人の議論に終って しまつ

た。

このテーマは発展 して,学生に適 した研究課題を

選ぶ際に我 々は無意識に一種の心理分析をやってい

るのではないだろうか。又適性を見出すのに分析心

理学が使えるだろうか という議論になつた。ユング
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の様に多くの単語をあげ,学生が どの様に反応する

かを呼吸の変動で しらべるのは どうか とい う提案 も

あったが,未知の物質名では何の感動 も無いだろう

し,かそ ら〈反応があるのは,ア ルコールと青酸カ

リ位だろうとい う反論が有力だつた。

最後の結論は学生を幾つかのタイプに分けてそれ

ぞれ lrc適 したテーマを考える事は可能ではないか と

いう事であつた。

鉱物の結晶格子の様に無 ll■ の三次元パターンに魅

力を感じる人間。環を好む者。中心に金属原子の様

にかたい核がありその周 りはやわらかい分子 (金属

錯体 )を好む者。有機分子の様 1/Cど こといつて核の

ない分子を好む タイプ。上記の様に幾何学的に しっ

か りした構造を持たず,巨大で く
｀
にゃぐにゃした生

昨年 10月 6日～ 13日 , 西独 Berchtesgaden に

於て, IADA主 催第 6回 プラズマ物理 と制御核融

合研究国際会議が開かれた。 Berchtesgadenは

Mun chenの 東南東約 180たπにある山岳保養地であ

る。パバ リア・ アルプスの麓に 位 置 し, 周 囲 を

Wa t zlnann,Hoher Gbll などの山々に囲まれ ,

南にKbnigsseeと いう高原湖を従え ,大変すばら

しい場所で,会議の合間に近 くの山に登ると,会議

な どどうでもいい という気分にさせられる。この会

議は 3年に 1度の害」合で開かれていたが,核融合研

究のスピー ドアップに伴い,1974年の前回東京会議

以 降 2年に 1度 と開催間隔が短縮された。今回は30

ケ国, 405Aが 参加 し,日 本からも39名 が出席 した。

世界最大の トカマクであるアメリカの PLT Crin―

ceton Large Torus),ソ 連の T-10(写真参

照 )が稼働開始後初めての国際会議で,それらの実

験データの発表が最大の トビックスであつた。PL
Tは主半径 :1.3″ ,プ ラズマ断面の半径 :40m,T
-10は 主半径 :15れ ,プ ラズマ断面の半径 :37鍬

体分子,プ ロティン等を好ま しい と感じるタイプ。

不変の明瞭な構造を好む科学者。変化爆発にしか興

味Эわかない者。 ここまであげた時に二人とも酔眼

もうろうとして来て,こ れ等のタイプの判別法につ

いては次の会合 1/C譲 って散会する事になつた。

T氏は大いにハ ッスル して,パ シュラーの化学哲

学 とユンクの中世錬金術の分析心理学的研究を読破

したら,叉集まろうと気炎を上げて居たが,それ も

一夜の夢だつた らしく、其後何の連絡 もない。

帰国 した筆者に叉学生にテーマを選ぶ季節がめ ぐ

つて来たが,あの晩あれ程 よい考えだ と思った薄気

味の悪い質問で学生諸君を悩ます気にはもうなれな

いのは少々残念である。

最 近 の 核 融 合 研 究

遠  山 濶  志  (物理 )

である。両装置 とも稼働後間もないので,所期の 目

標値までいつていないが, トロイグル磁場 :35 kG,

プラズマ電流 :400kム 放電時間 :約 1秒の運転で

エネルギー閉じ込め時間 :4(卜 60msecの結果を出

し,装置を大きくすれば,閉じ込め時間がのびると

いうことを示 し,ま ずまずの成果 と思われ る。

トカマクが核融合炉実現 1/C一番近い位置 i/C現 在あ

るので,焦点をこれに絞 って,会議後訪れたい くつ

かの研究所を紹介する。西独の核融合研究のセンタ

ーは,Munchen交砂卜の Garchingに あるMax‐

Pi an ck― Institut fiir Plasmaphysik‐ で,

Pulsator I とい うトカマクカ`ディスラプティブ不

安定に関する面白いデータを出している。またWen―

delstein Ⅶ Aと いうステランータでは トカマク

運転 も行い,ス テランータの方が優れていると主張

している。非円形断面 トカマクASDEX(Axially

Sttmetric DivertOr Experiment)の トロ

イグルコイルが据付け中であった (写真参照 )。

Aachenレて近いKern forschungsanlage」 iil i ch
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では Plasma―WaH Interactionを 調べる トカ

マクの言1画を出している。フランスではパ リ郊外の

FOnten ay― aux― Rosesにある トカマク TFRが
よい成果をあげたが,改造の為解体中である。ここ

では TFRに 続 くTOrus Ⅱ の proposal を出 し

ている。 ECで はJET(Joint European

Torus)を建設 しようとし,1975年に最終計画案を

作りあげたが,設置場所について閣僚理事会にかけ

る合意が成立せず ,未だ建設に着手されていない。

この為,英,独,仏夫々の国内の proposal も中

途半端の状態におかれている。冬季オ リンピックの

行われたGrenOble にフランスのもう一つのセン

ターがある。 Petul a及 びWega とい う装置 lrcょ

り高周波加熱の実験が行われている。 イギリスでは

Oulham研究所にDITE,01eO,Levitron,

TOSOA(写真参照 )等種々な トーラスがある。 I

AEA会 議で DITE(Divertor lnieCtiOn

Tokamak Experiment)が ダイパータ効果の有

効性を示す実験データを発表 し,注 目を浴びた。

アメリカの PrincetOnでは吉川庄一 さん,岡林

典男さんをは じめ多 くの 日本人が活躍 している。S

T,FM-1,ATCは 解体され,先述の PLTの

み動いている。現在研究所内で,非円形断面 トカマ

クPDX(Poloidal DivertOr Experiment)

の真空容器,ポ ロイグルコイル等が製造されている。

MITは Alcator 1/Cよ り,強磁場,高密度の運転

を行い,(閉 じ込め時間 )× (密度 )の レコー ドを

出した。テネツーにあるオーク リッジ国立研究所は

ORMAKを使い, 360 kW中性粒子入射を行い, イ

オン温度を 3倍弱上げるのに成功 曖 。 ただ し,電

子温度がなぜ上 らないかが今後の問題であろう。

San DiegOの General Atom icで は大河千弘

さん ,玉野輝男さんの Doublet Ⅱ Aが稼働中で

ある。非円形断面の有効性を示す ことが実験の 目標

で,現在,更に大きい DOublet Ⅲを建設中である。

この ような欧米の状況の中で 日本の核融合研究を

考えてみる。吉川庄一 さんの努力により原研が約 1

千億円をかけ,JT-60(主 半径 :3れ ,従半径 :

95mの トカマク )を 1981年を目標に建設 しようとし

ている。 これはノ連のT-20, PrincetOnの

TFTR(Tokamak Fusion Test Reactor),

ECの JETと 並ぶ大型 トカマクである。 しか もT
-20の建設時期が少 し後であるの と,JETは 先述

の ようにもたもた しているため,世界的にみて大事

なプロジェク トである。あらゆる努力をしてJT―

60を成功させねばならないが,最大の問題点は組織

にある。 日本の核融合の分野では Big PrOject

をやる トンーニングがされていない。 PrincetOn

の PLTは 当初設計の50k Gの 実験ができず,70%
の35k Gに現在留まり,その他,真空排気系, ポロ

イグルコイルのフィーダー等 トラブルが続出してい

る。 PLTの 2倍以上 も大 きい装置を今までの実績

からみるとジャンプのありすぎる状態で作るのだか

らかなり慎重 になる必要があろう。アメリカと違っ

て装置製作を完全にメーカーに頼 らざるを得ない日

本では,現在やろうとしている方式 一―原子力 5社

の技術水準を均等にあげる為,製作を 5社で分担す

る 一―では うま くま とまらない。一つに絞 るべきで

ある。

大学の役割は人材養成にあるが,こ れにも問題が

ある。大学の物理実験で何をすべきか ―一必ず しも

核融合 と結びつかない,いわゆる基礎実験をやれと

い う立場 と核融合を志向した実験をやれ とい う立場

があるが,大きな装置が判る為には,あ る程度以上

大 きな実験装置の経験が必要である。では現実に ど

んなテーマがあるだろうか。 Oak Ridgeの理論グ

ル~プがFOT(Flux Oonserving TOkamak)

をTNS(The Next step:TFTRの 次にやる実

験 とい う意味 )にすべきだ と主張 している。急速に

強力な中性粒子入射を行い高ベータ トカマクを作る

提案で必然的にプラズマ断面は非円形 ― “D型 "

になる。我 々は トロイグル磁場 44kG,主半径 :40、

飢,プ ラズマ断面 :20m× 56mの非円形断面 トカマ

クを理一号館内につ くり,次の ような実験結果を今

回の IAEA会 議に報告 した。①整形磁 場により,

D型断面のプラズマが得られた。② プラズマ電流は

円形断面 lrc比べ増 し,MHD的 性質は円形断面 と同

じであつた。ただ し, トロイグル磁場が弱いため ,

非円形断面が高ベータ化に有利かどうかのテス トは

難 しいと思われる。以上の状況か ら, トロィグル磁

場 :30～50 kG, 主半径 :40m,プ ラズマ断面 :20

m× 60mの非円形断面 トカマクを理学部,工学部共
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同で東大に作 り,電子サイクロトロン共鳴追加熱に

より,非円形断面 と高ベータの関係を調べることを

提案する。

MITは Alcatorで高密度実験を区 マイルスト

ーン的な役害Jを 果 した。 しか もアメリカで最重点に

生物における運動 ― 例えば筋肉収縮,細菌の遊

走,原形質流動,細胞分裂など――の分子 ンベルで

の機序の理解の為に電子顕微鏡による構造解析が果

した役害」は大きく,蛋自質などの生体高分子の構造

を高い分解能で観察でき,その大きさ。概形そして

他の蛋白質分子との相互作用の様式などを明らかに

してきた。特に最近の進歩として電子顕微鏡写真か

ら蛋自分子の二次元像を再構成する方法の確立があ

り,電子顕微鏡法を更に強力なものとした。

これまで,蛋自分子のグロスな形の知見は沈降・

拡散・粘度,流動複屈折,光散乱,X線ィ]ヽ角散乱 ,

偏光解消などから得られ,分子内部のミクロな又は

ローカルな構造を知るには旋光分散 。円二色性,紫

外 。可祝 。赤外吸収スペクトル,ESR,NMR,
螢光などが活用されてきたが,Perutzや Kend―

rewら がX線結晶解析法を用いて蛋自の分子構造を

解き,構造と機能の理解を飛躍的に高めたのも,そ

れが蛋自分子の二次元像を高い分解能で総体として

明らかに出来たためであろう。

しかしX線結晶解析法は蛋自分子を結晶化し,通

常二つ以上の同型置換体を得なければならないとい

う制約をもつ。単純な酵素蛋白は結晶化しやすいが,

複合酵素や分子集合体を作つて機能するようにデザ

インされた蛋白(筋肉の収縮をもたらすフィラメン

トを構成するアクチンやミオツン,細菌性鞭毛を構

成するフラジェリン,パ クテリオファージのコート

蛋白など)は 良い結晶が得られていない例が多い。

電子顕微鏡像からの二次元像再構成法はX線結晶

電子顕微鏡写真からの三次元像再構成
― 特に筋収縮などの生物物理への応用―

金を投下 した所ではなく,University― tokamak

である。JT-60の保険という意味でそれに要する

費用の数 %を 東大非円形断面 トカマクに投じても悪

くないのではなかろうか。

若  林  健  之  (物理 )

解析法のこのような弱点を克月長するものとして,蛋

自のX線結晶解析法の発祥の地,分子生物学研究所

(ケ ンブリッジ)で Klugを 中心として提起され実

用段階に入つた研究法である。

X線結晶解析法は蛋自分子の構造を約二Åの分解

能で明きらかにできたが,電子顕微鏡写真ではそれ

ほど良い分解能は得 られず,装置 自体の限界は約 2

Åであり,蛋自分子像は試料作製の困難もあり,負

染色法により10～ 30■の分解能が得られ,グルコー

ス包埋法により7Åの分解能に達している。これは

蛋自分子中の α―ヘ リクスの確認 1/C充分な分解能で

ある。

しか し生物試料のコン トラス トは非常に低 〈電顕

像の画像情報 としての信号 /雑音比は低 く,電子計

算機で画像を処理 し信号 /雑音比を向上させて後は

じめて蛋自分子像を高い分解能で観察できる。

二次元像再構成法は複数種の蛋自の相互作用の様

式を三次元的に直接観察できるので,生物物理・生

化学的研究にとつて貴重な知見を与えるものである

が,試料作製・電子顕微鏡法 。画像情報処理の三つ

の技術を駆使する必要があり装置の制約 もあるため ,

現在の所,外国では分子生物学研究所 (ケ ンブ リッ

ジ ),ロ ックフェラー大 (ニ ューヨーク ), ビオツ

ェントルム (パーゼル )な どで二次元再構成に成功

しているにす ぎないが,こ れか らこの研究法は広 く

用い られるであろう。

これまで二次元像再構成法により分子構造が15～

30Å程度の分解能で明きらかにされた例としてはT4
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ファージの尾部 ,タ バコモザ イクウイルス,ヘモン

ア ニン,筋肉の細い フィラメント,ク ロマ トイド体 ,

種々の球状 ウィルスなどがあ り,細菌の紫膜を構成

するパ クテリオロドプシンについては グルコース包

埋法を用いて 7Åの分解能が得 られている。

これらの例はすべて何 らかの対称性をもち正三角

二十面体対称性 (icosadeltahedral symme―

try)を もつ球状 ウィルス,二次元結晶格子対称性

をもつ紫膜の他はすべて ラセン対称性をもつ。ラセ

ン対称性をもつたものが成功例に多いのは,試料を

一方向から見た電顕像が三次元情報 を十分含んでい

る場合が多いからであり,正三角二十面体対称性の

場合は二つの独立な方向からの電顕像が要 り,二次

元結晶格子の場合は試料を種 々の角度に傾斜させて

得た電顕像の画像情報 を集積 してはじめて三次元情

報が揃 うので, より困難な仕事 となる。

私達が研究 している筋肉の細いフィラメン トはCa

イオンに よる筋収縮制御の場であ り,ア クチン (分

子量 42万 ), トロポミォシン (分子量 70万 ),

トロポニン(分子量 80万 )が 7モ ル :1モ ル :1

モルの割合で集合 した (細胞内では細いフィラメン

ト1本は46個の トロポニン分子を含む )ラ セン対称

性をもつた分子集合体であり,電顕像から15Åの分

解能で二次元像を再構成できる。私達は筋収縮制御

の際に細いフィラメン トに生じている三次元的構造

変化を探る目的で細いフィラメン トの収縮可能な状

態 (活性状態 )を 代表するアクチンー トロポミオン

ン複合体 (図 1(a))と 収縮できない状態 (阻害状態 )

を代表するアクチンー トロポミォツンー トロポニン

T― トロポニン I複合体 (図 1(b))の二次元像を再

構成 した。

球状に囲んだ領域はアタチン分子,組状に囲んだ

部分は トロポミオンン分子の一部である。活性状態

ではアクチンとトロポミオシンの結合がゆるいが ,

阻害状態では著明に緊密 となつている。

図 2は アクチンとトロポミォシン (白丸は活性状

態,黒丸は阻害状態,大きい丸は平均フー リエ法に

より求めた夫々の状態 の位置 )の 相対的位置をフィ

ラメン トの上方から
`鳥

敗 した もので阻害状態では ト

ロポ ミオンンは約10Aだけアクチン分子の方ヘシフ

トしていることを示す。
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図 1 筋肉の細いフィラメン

阻害状態(b)の 二次元像

右のスケールは50■ )

|■■|==■|==:

(b)

卜の活性状態(aと

(分解能15Å ,

ЮÅ     O

図 2 筋肉の細いフィラメントにおけるア

クチンとトロポミォシン(白丸は活性

状態,黒丸は阻害状態 )の鳥敵図

―
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こうして収縮阻害が生ずる際 トロポミオシン分子  に組み込まれると二つの異なる形をとることが直接

の位置とコンホメーションが変化 していることが確  的に証明され,分子間には極めて著明な相互作用が

認されたが,15Å分解能ではアクチン分子のコンホ  あることも示された。現在は12Å 分解能のフーリエ

メーション変化は識別できず,現在10Åの分解能を  合成の作業が進行している。

得るべ く努力している。 これ以上電顕写真の分解能を高めることは市販の

これらの知見と筋肉のX線回折像の知見から, 卜  電子顕微鏡をそのまま用いるのでは難しいので大学

ロポミオシンがアクチンと緊密に結合する結果とし  院生の窪田道典君と私は二次元電子増倍板 (micr∝

て太いフィラメントと細いフィラメントの安定な結  channel plate)を 電子顕微鏡の鏡筒中で用いて

合が立体障害的に邪魔されるために収縮阻害がもた  試料への電子照射量つ最少化する研究を進めており,

らされるとする「ステリック。プロック仮説」が筋  これを用いて筋肉の細いフィラメントや細菌性鞭毛

収縮制御の分子レベルの機序の作業仮説として提唱 の構造を10Å より良い分解能で明らかにすることを

され検討されている。 (cfo Nature(1975)V01。   目指 している。

256,543-544) 三次元再構成法は電子顕微鏡写真をその出発点 と

二次元像再構成のためには電顕写真の画像情報を  しており,そ こに生ずる可能性のあるアーテファク

ディジタル化し大型計算機で二次元フーリエ変換,   卜について慎重に考慮すべきで,電顕写真のフーリ

フーリエ・ベッセル合成などを行う。計算機 1/Cよ る  工変換とX線回折像との類似性に着目し,同一試料

フーリエ変換の前に,光回折計を用いてアナログ的  について電顕観察とX線回折法とを並行 して行 うこ

にフーリエ変換 し,画像の持っている最高空間周波  とが重要であり,こ れまでも筋肉の細いフィラメン

数を確かめたり,良いフーリエ変換を与える電顕写  卜,タ バコモザイクウィルス,紫膜などでは両方法

真を迅速に選択す る。 のデータを比較 しつつ研究がなされ,得られた二次

画像のディジタル化1/Cは 自動二次元 ミクロデンシ  元像の解釈をより容易で安全なものにしてきている。

トメーターを用い,数万～数十万点での光学密度を  X線 回折像は試料の フー リエ変換の強度を与えるが

測 り,デ ィジタル化された画像情報を一旦磁気テー  位相角は与えない。一方電顕写真のフー リエ変換は

プlrC貯え,大型計算機に入力する。 この ようなデン  その両方を与えるので,フ ー リエ解析を基軸 とした

ントメーターは約五千万円で市販されているが,私  二次元像再構成法 とX線回折法を組み合わせること

達はこれを科研費一般研究lB)特定研究の援助を受  は魅力があり,特にシンクロトロン放射 (SOR;

け,物理教室の回路室 。金工室の協力の下に約 2年  Synchrotron orbital radiation)に よるX

がかりで製作 した。計算のための プ ロ グ ラ ムは  線は平行性の よい強力なX線源であり,収縮 しつつ

FORT WN語 で約四千行であり,計算の中間結果  ある筋肉の筋フィラメン トの小角への 回 折 像 を10

の保存のために6メ ガパイトの ファイル領域を利用  msecの 時間分解能で記録でき,時間分解能のほ と

し,計算は多 くのステ ップでの中間結果をチ ェック  んどない電子顕微鏡法の弱点を補 うことができる。

しながら進めるので,電話回線を用いた公衆網 TS  現在 ドイツ。シンクロトロン (DESY)を用いた 研

Sの利用により研究室 と大型計算機センターを結び  究が欧州分子生物研究所 (EMBL)で始められてい

つけて育し率を上げている。 るが, 一 日も早い日本のフォトン・フアク トリー計

こうして作 り上げたささやかな画像解析 システム  画の実現を私達は待つている。

(図 3)を用いて,大学院生の自木原康雄君と私は   先に電子顕微鏡法における試料への電子照射量最

細菌が遊走するのに使っている鞭毛の構造解析を飯  少化1/Cつ いてふれたが,それは生物試料が電子照射

野教授 (植物 )が分離された直線型鞭毛について行  により傷害を受けるためである。電子で物を見よう

い,20Åの分解能で二次元像を再構成するのに成功  とする場合,試料が電子によつて傷害を受けるのな

した(図 4)。 得られた二次元像は期待以上のもの  らば,一旦試料に当てた電子からは最大限の情報を

で,鞭毛を構成する蛋白フラジェリンは分子集合体  絞り取るべきであり,こ のような目的に適つた電子

-14-



DENSITOMETER
MINI― COMPUTER     PAPER TAPE

PULSE MOTOR DRIVER KEY BOARD PRINTER/CASSETTE MI

ス リッ ト

t\Etf >,>a

MAGNETIC TAPE DRIVE

図 3 画像解析 シス テム全景(a)と デ ンツ トメーターの プロック図 (b)
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図 4 サルモネラ菌 (Sαιποπ ι゙ια
`γ

ρんじππγ
`%π

)の鞭毛の二次元像 (分解

能20Å ,右のスケールは50Å )の鳥隊図。点線でフラジェリン分子を囲んで
ある。 A,B2つ の コンフォメーションがある。

顕微鏡 として透過型走査電子顕微鏡 (STEM iscan_

ning transmission electron microscope)

がある。

STEMは Crewe(ッ カゴ大 )ら に よって開発さ

れた電子顕 微鏡で冷電界放射電子銃 を用い,電子 ビ

ームを 3Å以下に絞つて試料に当て,弾性散乱と非

弾性散舌Lを 散乱角の差によつて分別し,非弾性散乱

した際のエネルギー損失を演1定することにより散乱

を起させた原子の核種を区別できる。これらの特色

は生物試料の低いコントラストを向上させる上にも

有用である上,画像情報を写真フィルムを媒介とせ

ず直接に得ることができる点でも二次元像再構成法

にマッチした型の電子顕微鏡 と云える。一億円近く

するとはいえ, 日本の大学では一台も稼動していな

いのは残念なことであり,様々な可能性を秘めたこ

の電子顕微鏡と二次元像再構成法の結合による新た

な飛躍を期 したい。

医学部から数年前に物理教室へ移つて来た時,私

達はい くつかの期待を持つていたが,特に物理の方

々の発想法 ,研究方法や実験技術を「門前の小僧…

…」式に習 うこともその一つであった。

実際,私達が 自動 ミクロデンツ トメーターを自ら

組み立てる際にミニコンピューターによるオンライ

ン制御の手法を学ぶ ことにより,比較的容易に高性

能で信頼性のある装置を極めて安価に作ることが出

来たのは,物理教室という環境のお蔭にはかならな

い。私達は これからも生体における運動の分子 ンペ

ルでの機序 をとことんまで理解することを目指 して

研究する中で,ある場合は電子 シンクロトロンのか

世話になり,電子 と生物試料 との相互作用を考えた

り,分子遺伝学 の力を借 りた りする必要に迫られる

ことになると存じますが, どうぞこれからも宜 しく

お願い致 します。

(1977.13)
-16-



lllllⅢ IIⅢ II III‖ |IⅢ lll‖ |||‖ |||‖ || |||‖ lll‖ |||IⅢ II IⅢ II IIⅢ II‖ ||‖ 111‖ llⅢ IⅢ IIⅢ II II‖ |IⅢ IIⅢ I IIⅢ IⅢ IIⅢ II‖ ||‖ |||‖ ||‖ |IⅢ I‖ |IⅢ lⅢ IIⅢ IⅢ IIⅢ IⅢ I ⅢII‖ ||‖ ||||||‖ ||

<学部消息>

11月 8日 (月 )

″ 10日 (水 )

〃 11日 (木 )

″ 12日 (金 )

″ 16日 (火 )

″ 17日 (水 )

″ 24日  ″

″ 25日 (木 )

12月 7日 (火 )

″ 8日 (水 )

″ 13日 (月 )

″ 15日 (水 )

|ぶ 屹∫軋
物  理  助 手

化  学  助 手

物  理  助 手

物  理  助 手

物  理  助 手

物  理  助 手

鉱  物  助 手

人  類

〔講師以上 〕

教 室  官職

情報科学  教 授

ll月 理学部会合 日誌

教授会 メモ

ll月 17日 (水 )定例教授会

化 学 新 館 講 堂

1.前回議事録の承認

2 人事移動等報告

3 日本学術振興会奨励研究員の受入れについて

4 教務委員会報告 (寺山 )

12月 15日 (水 )定例教授会

化 学 新 館 講 堂

1.前回議事録の承認

2 人事移動等報告

3 人事委員会報告 (野田 )

4 教務委員会報告 (寺山 )

5 会計委員会報告 (田村 )

12月 理学部会合 日誌

理  学  系

教 官 懇 談 会

教 務 委 員 会

定 例 学 生 大会

名誉教授懇談会

教  授  会

外国人学生の会

会 計 委 員 会

主 任 会 議

人 事 委 員 会

教 務 委 員 会

理  学  系

教  授  会

氏  名

金 田 行 雄

ネ申音6   勉

西 郷 和 彦

塚 田  捷

久 保 謙 一

永 官 正 治

永 山 国 昭

小 沢  徹

宝 来  聡

氏  名

米 田 信 夫

1500-1530

1400-1600

1330-15.30

1300-17100

1800-20.00

1330-1500

1630-1830

1330-1530

12.00-13.00

1030-11.10

1330-1530

1500-1620

1330-17.00

||||口 |||111111111111111111111 11111 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

動異事人

発悧 弓日

51.11.16

51.11 16

51.11.16

51.12. 1

5111. 1

51.11. 2

5111%

51.12 1

51.12 1

発令年月日

51.11. 6

異 動 内 容

名古屋大学助手工学部に転任

東京大学助手理学部に配置換

埼玉大学講師昇任

分子科学研究所助教授昇任

体 職

休 職

休 職

復 職

助手に採用

異 動 内 容

文部教官教育職01等級 (東京大学
教授理学部 )に採用する
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室

学

教

ヒ

国 籍   氏   名

フランス  VE R00TEN
Gerard

外 国人 客 員研 究 員

現       職     研 究 期 間

Laboratoire de Physique u E.R  511215～ 52 315
de Pharmacie MaitFe― assistant

海 メ′ト 者航渡

所属  官職

化 学 教 授

地 質   ″

情 報   ″

地 理   ″

地 球   ″

地 質   ″

物 理   ″

情 報  助教授

地 理   ″

物 理 講 師

物 理   ″

人 類 助 手

地 理   ″

7//J理 教 授

化  =許

氏  名   渡 航 先 国

向 山 光 昭  Mツ 美発 斯 口国

木 村 敏 雄 大 韓 民 国

後 藤 英 一  ドイツ書 秩 和国
連 合 王 国

吉 り|1虎 雄  ニュージーランド

竹 内  均  オース トラリア
ニュージーランド

久 城 育 夫  アメリカ合衆国

有 馬 朗 人 オ ラ ン グ
イ ス ラ エ ル

国 井 不」泰  アメリカ合衆国

鈴 木 秀 夫 オース トラリア
ニュージーランド

遠 山 潤 志  ドイツ連邦共和国

三 須  明 アメリカ合衆国

丹 野 正 ザ イ ー ル

ケ  ニ  ア

米 倉 伸 之  ニュージーランド

禾口田 昭 允  Mツ i郵斯 咽
オ ラ ン グ
連 合 王 国
アメリカ合衆国

不破敬 一郎  アメリカ合衆国

山 崎 敏 光  アメリカ合衆国
カ  ナ  グ

斉 藤 信 房  アメリカ合衆国

渡  航  目  的

有機合成化学の研究

韓国地質学における講演および地質見
学旅行

IFIP(国 際情報処理学連盟 )総会出

席及び研究連絡

ニュージーラン ドの第四紀地殻変動調
査

環境 lrcぉ ける総合調査のため

岩石学の研究

原子核物理における新 しい発展につい
てのシンポジウム出席及び研究連絡

第 2回 ソフトウェアエ学国際会議出席
及びデータ 。ベースの研究技術調査

環境における総合調査のため

第 6回 プラズマ物理及び制御核融合研
究国際会議出席並びにプラズマ物理学
の研究

グラフアイトの光学的および磁気光学
的性質の圧力依存性の研究

赤道アフリカ森林地域におけるエスノ
サ イエンスと生態人類学の研究

ニュージーランドの第四紀地殻変動調
査

酵素工学の現状の調査及び研究打合せ

分析分光連合第二年会・第 9回国際分

光会議 。第 6回国際原子分光会議出席
並びに標準物質の微量元素分析法の検

討 と標価に関する共同研究実施

中間子 1/Cよ る原子核 。物性の研究

標準物質の微量元素分析法の検討 と評

価に関する共同研究実施

渡 航期 間

104～ 119

10. 4～ 1015

1011-10.25

1016-10.28

1019～ 11 4

1022-11.27

10.27-1113

10, 8-10.31

10.19-11.4

10 2-1115

1021
-52 115

10、 1

-52. 2 26

10.16-1121

11 6-1126

1114～ 12 3

11.19～ 12. 9

11.28-12 5

理

　

学

物

　

化
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所属  官職   氏

物 理 助 手 今 里

植 物 教 授 下郡山

渡 航 先 国   渡航期間

アメリカ合衆国  1115～12.5
カ  ナ  グ

イ   ン   ド  1219～ 1229

渡  航  目  的

中間子による原子核 。物性の研究

第 1回顕花植物の生殖生理に関する国
際シンポジウム出席及び研究連絡

蛋白多型からみた太平洋地域人類集団
の遺伝的多様の研究実施

ソフトウェアエ学の将来に関する研究
集会出席及び研究連絡

正 己

人 類  助教授  尾 本 恵 市  ォース トラリア  12.7～ 1226
シ ン ガ ポ ール
マ ン ー シ ア

情 報 国 井 不J泰  アメリカ合衆国  12.18～ 1.20

||||||‖ 1l ⅢIIII‖ |||||‖ |111111‖‖||||‖||11‖‖111Ⅲ ‖|||11‖ ||||IⅢ ‖|IⅢ‖‖|I Ⅲ I11 11111l Ⅲ‖ |||||I ⅢⅢI III‖ ||‖ ‖|||I Ⅲ III Ⅲ‖‖|||‖ H

佐 々木 ,小林 研 初 優 勝

全理学部 バ レー ボー ル大会 終わ る

第 5回事務長杯争奪全理学部 バンーボール大会は

51年10月 4日 か ら,大会史上最高43チ ーム258人が

参加 して始まつた。研究室対抗戦の性格を持つてい

るためか毎試合観客,選手,応援団が一体 となつた

熱戦が繰 り広げられた。決勝戦は11月 22日 午後 3時

か ら1号館中庭コー トで佐々木,小林研 (物理 )と

プラックホール (物理 )の 間で行なわれた。ブラッ

タホールは一九先生の奮闘で 1セ ットを取 り優勢に

なつたかに見えたが,佐々木,小林研も粘 り強 〈,

1時間半に及ぶ熱闘の末 2対 1で 佐々木,小林研が

勝ち初優勝を遂げた。

そのあと閉会式が行なわれ,事務長 より同チーム

に優勝杯 と副賞 ビール 2ダースが手渡された。 3位

はゴール ドブレンズ (化学 )。 4位はボツリススA
(物理 )で あった。そのほか,通常とは逆に女子 5

人に男子 1人を入れたカトチャンズはベス ト8に入

る大活躍を見せ,特別賞を受けた。

第 6回大会か らは理職組が,最優秀選手を特に表

彰するとのことなので この大会 も一層発展 し,学生 ,

教職員の健康の増進と交流に大いに寄与するだろう

と思われる。

清一郎 (動物 )

秀 夫 (地理 )

一 生 (生化 )
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